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エネルギー経済分野

エネルギーシステム学研究を支える柱は２つあります。

一つは、エネルギー需給及び環境保全を支える技術、そして、も
う一つは、その活動の場となる社会です。その社会では、人間の
意思決定行動が重要な役割を担います。 エネルギー需給や環境
保全に関する様々な技術の組合せは、各種意思決定者、社会の
文化や制度の影響を受けてエネルギー需給システム・環境システ
ムを構築します（ミクロ的評価）。また、その結果構成される全体シ
ステム（社会）を望ましいものとするためには、技術と共にその社
会における制度（意思決定の枠組み）のあり方についても考える
必要が生じます（マクロ的評価）。

そして、システム研究では、対象となる社会を構成する技術、イン
フラ、制度、意思決定者等の多様なシステム要素の間の相互作
用によって創成される、個々の意思決定者の挙動と全体システム
の挙動の双方に注目します。エネルギーシステム研究では「研究
テーマの発見と具体化」が最も重要な研究過程となります。

技術と人間社会の
相互関連

マクロとミクロの
視点
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